
米子工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 英語演習
科目基礎情報
科目番号 0062 科目区分 一般 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 アルク　ネットアカデミーNEXT
担当教員 青砥 正彦
到達目標
英語の音声特徴を理解し、英語を聞く際にその知識を活かすことができ、授業で扱う英文を聞き取り理解することができる。

TOEICに関連する語彙の習得。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
英語の音声特徴を理解、英語を聞
く際にその知識を活かすことがで
き、授業で扱う英文を聞き取り理
解することができる。

英語の音声特徴を理解し、授業で
扱う英文を聞き取り理解すること
できる。

英語の音声特徴を理解できず、授
業で扱う英文を聞き取り理解でき
ない。

TOEICに関連する語彙や文法事項
を確実に学習できている。

TOEICに関連する語彙や文法事項
をほぼ習得できている。

TOEICに関連する語彙や文法事項
がほとんど習得できていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 E-1
JABEE f
教育方法等
概要 CALL教室においてPCを利用しTOEIC対応学習ソフトで、前半はTOEIC模擬問題で演習、後半はアルクネットアカデミー

nextを利用したTOEIC演習

授業の進め方・方法 担当教員の指導の下、ＴＯＥＩＣ問題演習を中心に各自の能力に応じて自主的に学習をすすめていく。適宜質問を受け
付けるとともに指導を行う。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業ガイダンスとオンラインプログラムへの登録 この授業の学習項目の確認と英語力向上に向けた学習
方法について理解し、実行する準備ができる。

2週 TOEIC演習 Be 動詞の使い方を理解し、アウトプットできる
3週 TOEIC演習 一般動詞の使い方を理解し、アウトプットできる
4週 TOEIC演習 平叙文と否定文の形を理解し、アウトプットできる

5週 TOEIC演習 ５W１Hを使った疑問文の形を理解し、アウトプット
できる

6週 TOEIC演習 Unit１～５のReview　前期中間までの文法項目を理解
できる

7週 TOEIC演習 Unit１～５のReview　前期中間までの文法項目を理解
できる

8週 前期中間試験 これまでの学習内容の定着状況を確認する。

2ndQ

9週 TOEIC演習 will と　be going toの使い方を理解し、アウトプット
できる

10週 TOEIC演習 ３つの時制を理解し、アウトプットできる
11週 TOEIC演習 進行形の使い方を理解し、アウトプットできる
12週 TOEIC演習 助動詞の使い方を理解し、アウトプットできる
13週 TOEIC演習 助動詞の使い方を理解し、アウトプットできる
14週 TOEIC演習 Unit6～10のReview　前期の文法項目を理解できる
15週 TOEIC演習 Unit6～10のReview　前期の文法項目を理解できる
16週 前期末試験 これまでの学習内容の定着状況を確認する。

後期

3rdQ

1週 TOEIC演習 前期を振り返り、学習の取り組み方法の改善に役立て
る。

2週 TOEIC演習 比較の表現の基本を理解し、アウトプットできる
3週 TOEIC演習 比較の表現の応用を理解し、アウトプットできる

4週 TOEIC演習 There is/are で始まる文を理解し、アウトプットでき
る

5週 TOEIC演習 不定詞の使い方を理解し、アウトプットできる
6週 TOEIC演習 不定詞の使い方を理解し、アウトプットできる
7週 TOEIC演習 Unit11～15のReview
8週 後期中間試験 これまでの学習内容の定着を確認する。

4thQ

9週 TOEIC演習 動名詞の使い方を理解し、アウトプットできる
10週 TOEIC演習 不定詞と動名詞の違いを理解し、アウトプットできる
11週 TOEIC演習 さまざまな前置詞を理解し、アウトプットできる
12週 TOEIC演習 接続詞の使い方を理解し、アウトプットできる
13週 TOEIC演習 接続詞の使い方を理解し、アウトプットできる
14週 TOEIC演習 Unit16～20のReview



15週 TOEIC演習 後期の学習内容を理解できる
16週 学年末試験 これまでの学習内容の定着状況を確認する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用の
基礎となる
知識

中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要領に準じた
新出語彙、及び専門教育に必要となる英語専門用語を習得して適
切な運用ができる。

3

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15,後
1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

中学で既習の文法や文構造に加え、高等学校学習指導要領に準じ
た文法や文構造を習得して適切に運用できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15,後
1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

英語運用能
力の基礎固
め

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し必要な情報
を読み取ることができる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15,後
1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

英語運用能
力向上のた
めの学習

自分の専門分野などの予備知識のある内容や関心のある事柄に関
する報告や対話などを毎分120語程度の速度で聞いて、概要を把
握し、情報を聞き取ることができる。

3

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15,後
1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


